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木粉木炭の発火爆鳴嘩草無機聾蕪の影響 (鹿報)
(唱 和23年 6月 ･-70日 受 皿)･ ノ

王.相場法による寧火待時間の珊定

.i)一袋監及び方法

本汝は定温証の櫛喝に釈料を投入し硬火に

二重る時問を測る簡単な珊鳩故で電束櫨加熱用
のものと直列につTSVlだユタt,ム線を基束逸

入管内に挿入し加熱妄東を逸る｡勲電封は直･

･濃紺鳩底に接琉せしめ少丑 (40nlg)の就料
を投入して粛火叉は葡火するに登る時廟を沸

る○

.基免耽逆は14･OccJmi:1一定_.同一視史に

て数回の測定し平均値をとり焚火時間丁乳酸
曲線を作る｡棚鳩は主ツケル製,容量娼cc,

･笹39mm,一回毎によく挿漁する｡

2) 文政捨奥
試料は前報と同一の'ものを使用した｡活性

声,油乱 舞色大衆及び*紛.O各粒定のもの
に就て蟹火時間丁鑑定曲線を求めたが,こヽ

には曲線は省略し結果のみを喪約する｡

曲級が温定t功と交叉する鮎を瞬間費火難と

望東女大串好一工卑称火薬串故重

甘 月 疋 Efl 現消

呼ぶ串とする｡
(1)活性洪油煙の萄火時間一泡定曲線は非

常に急勾配であか不膏大域と瞬間蓉火部との
間隔が短い｡伽も約560oC以下でli長く政敵

_しても軟矧 ま倣哉bgT'可硯光線を焚する鉄塊
とはTLらぬ｡

(2)男色未決では曲線の勾配が掛 ･ゝtTSる
､が矢張り上旬と同じく31rI9q沈下では蓉火に
至らぬ｡粒虎の影響が塵較秤鹿浜による歩合

tこYt:し良く現はれておb細粒のもの程蟹火時
間が妙い｡侶 し瞬間菅火鮎は大5.な小｡

(8)鴇色*米とホ静はこの方汝でも良く似

1=線条を示し魚色木表･活性米とは様相が畢 て

る｡Epも焚火時間がうんと伸びて蘇るが之は

有機物の分解が最初起b攻鰐に就料が茨化し
て糞面払塊を行ふに至る迄を替火時間として'

測定した鳥である｡或る鑑定以上にTSると分

解ガスに鮎火して費埼熟塊を行ふ｡この両者

姓異る現象であるので曲線には折井が生 じて

葬る｡ (乾滑ガス襲火就除参照)
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＼･ク次に無披蛾 を混入した場合の結果は,奄 影響を示す串とする｡又
鴇色木犬上米粉でも火時fLFl一温故曲線の形状は活性米及び異色未 形状は相似であるが蛮塙

低地をなす泡定が砂漠では殆 ど相倣形で位匿がづれて凍るのみで 勤するので襲伯敬

塊を始める鑑定をも併配すある名.瞬間曹大鼓のみを変1に示 してその る○清色崇に封する曲線を固1に示 した｡.､

虫 1･ 活性決.爪色*乱 神色未決及び木鞄の瞬間故火誹に及Ifす地類の砂申
(凪をl添 加 丑 6

%)温 叙1ナシ2R

NOa3RCIO44ECIOi5NH4NO86EOl17NaOH 紡

也塵 異色本巣 褐色未茨 木

静麻同色火BS 辞間数欠曲 故頼ia皮 南関最火む

駒 汲庇639OC 5600C 8'100C 8700C 5200C 6

00OC鼓佃七女 6･10数倍セズ 4'1

0510590｡(_4.｡

) 這 た 這 ; 宗野~ー;Ii63聖 ) 560曾) 430itI;;:旨:;;:; 4.690.'':;:;) 霊芝 三
【頭:3:.?,-gO' 顎 ;:)8Pb(CHBCO,)3 42賢 二910) 480(-

80) 620630CXLIOO).510(160) 脚
700(+70) 5

80(0) 640640(-t･10)-520(-40) 8409CuCr910NHtFll血F

91金印 H▲

)JSO▲13叩 ▲)9HP O4

:驚芸'

O,

匡 50)150)

6000(+

300)5'10(

-50)500(-

70)500(-

70)600(+

30)870(0)

610(+40) メメメ一欝佃疲弊蛾伽細 410㌢ 100

)8000(0)540(-60)480(-120)500(

-100)680(-20)570(-80)600(0)$70(0)

810 5SO(-20)古GO(0) 620 600(+

30) 630.1 600CO)600(+40) 680 ･ 680(十10) 590 ･ 580(-
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lL樹 ガスを火鞭
ェ)にて*砂,鴇色東栄はそ0熱分辞に昔

b可放ガスを昏生し,萄頼放免を名す串を記

したが称均染にTは実験体件に左右される事

が大きく放列が何度で可放ガスを菅生するか

は不明であるので本茸では之等蹴料を乾滑 し･

L生 じたガスと基気の混合物の軒火限界を検討
した｡

1) 文 政 方 法 .
装置は尚2.の申きJ{イレックスガラス昔七

之に就料1gを入れ加熱 して行 く｡乾塊垂気 -
を徐々に (80-110cc/min)瓶 じ魯生ガスと
混合せ しめ甲上の蛾尾坂に火花を飛ばし換地
する鑑虫を脱tp.火花は安城100Vをネオ-/
t･ランスにてむ し売高歴による｡火花閥族

は5mmである｡

2) 実験培典及び考察

ま 2 位 研 u ス 鼓 火 妖 助 成 銃

･宙ヱ
幸L'iG 瓜だ*鈷繊毛
匹室r●l

包8

拭
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ヰ賓飴7廟 典を見るに,由色*鍬 土木掛 こ

此し有俄物合丑が少小島可燃物の怒生 も早く

終了する｡即ち 28つ0 よb可松ガスを哉生し

時め鵜は青白い兜を放って下芦に体掃する｡
このガス又は茶束の菅生pま320OCにて経丁

する｡米粉では270°より39二OC迄可燃ガ不
を蓉生する｡CuC'tを混入し1=ものでは Cu

の漁色が出る｡又可放ガス敬生温兜は木珍で

は30cc,鴇色水盤で蛙10OC低下して呑 5且
つ褒生矧抑ま共に塩縮せられ分解が著しく促

進せられる邸を示す｡

血cI93の作用もmCl,と良く似てゐるが
敢化が襲い名分解性-暦数烈で赤苅の大きい

塙を萄する｡ EO.0.は相異かその酸化力を
褒拝する汲め 囁 温掛 こ在る魚油常の戟鳴渡

庇で一度燃え†こ後●.弛OO(木粉)及び 3400

(鴇色)で酸化作用を革み噂.しき分解 ･々;生じ
て大T3る鵜を敬生す｡h'札N03は栂色に封
しては乾布ガス竜火鼻を著しく下げるが只一

回弱き鳩を生 じ1=のみ,一木粉に封しても庵く

借かの可低ガスを生じたのみであった｡之は

柵安の分解による淡茶束の鳥萄火が妨げられ

る串及びその幼い酸化力が他の箕鹸よbも分

る如く壇 く一時的に作用す.声のみである事よ
b#.解せられる.
苛性7^カ7)は分解を促進するが可燃性ガ

ス妊*抄では少丑竣生するが褐色では生じな

し｡之はその脱水作月Itこよ5,.有峨物の_i:_成

分1:る故郷索を脱水して,

CBHl｡051+6C+5H!0-15る反勝を生ぜしめ
可放ガス叉は茶東嶺生を防止する作用を督む

称を盈明するものであ5,塀安硫安等の竜娼

阻止作用を痔つ塩の作用も分解して生じた無

,水燐酸,硫酸の脱淡作用によるものと考へる
ことが出氷る｡

Ⅱ 燃焼ガス成釧こ及ぼす蛭類の影野

填効の添加によ如敦健ガスの乱虎も叉変化

を点る串が凍想 さ･れろのでガス分析を行3L盤

敢ガスと一酸化淡紫暫定鼓した｡
1) 文 政 方 法

.袋匙は第-報国1.に示しT=藩故捕杯盤鑑を

任用しその直下に三方コックを放き,一方を

GICII管を功しでサイフオン- ,他方をC8C-,

管を鹿して水を充Lt=ガスビ-t'ツn=蓮捨
する｡奄火前迄はサイフォ-/にて引き乍ら基

泉を流し,褒火に至ればコックを切換へてガ

スビュレアT･の下方コックを開き,水を流下-

せしめつ 放ゝ嘩ガスを埠入寸.a｡ビュレット
姓3ー4倍準備し適宜の時間にガスを探取す
Oo

このガスをオルずツト分析装匿にてCOI,

0壬,CO を定丑する｡燃坂東の容鎖が此駿的

･大きも.'ので牒取 LT=才スの蔽戒は毎回可成か
登鼎を生 じたが一蹴料につき痕回分析し検討･

した&.典,傾向としては充分明瞭なる総見を

紺1=｡釈料は前報同様で活性未,弟色及び褐

色*衆の三者に就き行った｡

2)資 金 鎗 典

故3に活性衆及び之に無橡鑑として碑]=,
庶紛 ,壌安,苛性カリの四球哲夫･Q･6%混
入した時のガス分析の紛鼎をiCCJco比 として
掲げる｡ガスは飲助の勧m,中軌 後期の三

択料を探り1-8回兜験し1:夫々の他を配し
叔後に平均値をHL†こ｡衆4.1二は異色水盤及

び鵜色*柴に脂する戚疎をまとめた｡

虫 S･帝位泉の悠鎗uスに於るCO3/CO比･
と漆加地の野鮮

輔求の時期 coB/CO
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3) 考 察

-･兜政敵豊がかTS5bるので大休の伸向を推

定するに止める｡如i/CO此をRにて衣はせば
帝位犬では鉄路扮朋はR富4で地晩の過行に
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蛮 4･点色*触 び濁色*発のcoalco比
と丸和○鯵称

坑 井 Uス#七の時効 co,Ico･平 均

1) 銀色*泉 ェ 勅封

JI 中期

Ⅱ 後樹

2才 品 3'ca ,･l
E

Ⅱ

3) 〟+..mSa)･I
JI

､▲Ⅱ

4) p +肌 工
Ⅱ
Ⅱ

6) 掲色*泉 T▲
.Ⅱ

6) ク +Pb(Cェ
JtaOJl)9Ⅱ

7)･ク+(川も)9 I
即0▲

糊
.
棚
､
糊

鯛

む

ー叫
即
o

乱
丑.臥
9.乱
4

o

oTTa
7
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GTamHV
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0
0
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Ta
叫
ノ

鑑

札.
6.I.

-.歳
g
tl
ル
-.
設

9｡.大

8.6

6

0

cQ4
4
.

0.0 0.0

4.'0 84.0

･〉榊.0

7 0.7

5･ 1･4
{′2相.0

7.7
6.0
6.0

〈′40.0

大

10.0 10.0

14.0 14.0

8.8 3.6

Ⅱ 9.0 9.0

?れて之が摘相加してゐる｡碑石を混すると
そ○酸化性の鳥COが減じてゐるが反廠後期
になるとKyOSの彫中性滑滅t.'COが増加
し兼る｡庶政鈴も同様である｡.苛性カリもC･
0が減少して葬るがこの集合はガス執成が最
初から虎後荘略-先王なってゐる｡この傾向
妊鳥色*朱の場合も同様である｡厨が沸安々

混じた歩合は何れの歩合にも著しくCOが増
加し兼ろ特散があD,地晩の後嗣に於ても頼

常丑のCOが生成してゐ'8｡
鴇色東泉は有墳物多く分解も社報で両も速

度中速小からCq/coa_みの瓢定では不充分
であるが雨も倫沸安によるCO増加の夢弓削ま
明白である.

以上の飴果よりすれば一般に粛酸飴,'酸素

遮件件,苛性アル中少等の竜火を促進する塩
新はCO生成を卯へ,CO'生成を促す劾典が
啓砂らtl.沸安の如く魯火を過辞せし砂る●塩

類はCO生成を助長する傾向がある｡

28

F･木表及び柵 の費火に及ぼナ ′

細 軒の影響に放て〇着集

未熟 木抄の蛍火払娘と之に及ぼす無機塩

類の虎虻的効果に卯する茸昏辞典を報告し7=
が之琴の鎗果及び若干の神足安段上5之等外

苑作用に帥する若干の考察を加へ庇い｡堀切
を三軽に大別し◎酸素通称拝◎笥火促進盤◎,

蛍火耕地 とし夫々に款で述べる串とする

1) 敢来遊仲体の効果

散来週侍体は自伴内に0,_&好も財 ヒカ&･
持つものであるから蛮火及び低地を促進する
停向は潜水と云-る｡この時考ふべきは之等･
塩の舟醇性能即ちOl放出の耗あと牙辞した
時のを熱盤とであ5,この雨着が大なれば弥
飴酸化能力は大きい｡

LLJ本牧控の計井によると(火野払.旦296)
碑石は分解の自由エネルギ△判及分解熱△rr
井lこ(+)で之はOI軒強く保持し分解傾向
が少く且つ分解には大なる熱虫を零すろ布を

示してゐる｡従って酎 ヒ剤として0作用は蕗

くこの執よ安臥 こも衷はれ稀有浪人のものは
費火曲は若干降下して中るが地 盤は大し
て変化を受けぬ｡之に反して,柵安及噸

酸カリは△F,△tI共に大なる負伍をとり分

解傾向大で0さを故的し易く軟化刑として強

等･TL嘉島 蓑 筑 豊 冨孟宗㌫監 禁 竿
の感吟 に著しい効果を示す卒はその艶力な軟
化カによb初期の酸化を促進せしめる故であ

･各｡柵安はECIOBに此しては有効酸素が少
小名軸 兵は柏落ち文政の如く5%の混入
では'一時的L=反感を加速するに止ま5.両も
RCIOS,Ey08の如く金鹿町千々食まぬので
それによる牌拡効果が放如し反血が中断せら

れて安蘇には5%では大な与野噂を示してゐ
ない静県と13つてゐる○
Ec10.は△Fは大TSる負俺で各停傾向妊
強いのであるが△Elが(･+)で喝吸熱的である
ので頼昔の高温にTSら屯と反感を生じない｡

之も文政の示す所で蟹火鉢 (前報)には大TS
る彫噂なく菅火後の燃焼趨庇t=ば大なる促池
を興人でゐる｡之はその有効 0}が多いので
充分なる熱丑をうれば大Tsる酸化力を示すも
のと息捻れ 朋 法の如く急故に加熱LT=時
は混酸が掛 ､点t=良くその効果を衷はし特に

木臥 租色の敬鳩漁協には菅助がある｡
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以上酸来遊体体の効果は崩妹としての作用

ではなく酸化軸としての性質によるものT.あ
る奄Iを述べT=が KNO3,ECIOS,ECIO一で
は分解し生じ1=EICOa若 いよⅩ}0,EClが
満城効果を持つのでそo作用横棒は萩雑であ
る○碑安ではこの作用がT3く只酸化作用のみ

である｡

2),焚火促進塩の作用 .
曹火促地盤に島するものは産生鈴,塩化鏡,

苛性カリ及び苛性ソーダ噂である｡之等の塔

は四最の卿 に封し逢った娘 を用へるがそ
の傾向は同じでみb特に活性栄は自体が比較
的単一<塩類の効果も判然と出てみるので活

性穀粒封する痴県よbその作用を判定する事
が最も蛮骨である○故,今之等の盤自推の性

質を考へて見るに何れも熱に封して不安定な

化合物であっ･T,動に安定13食塩や盤他力P
畦解媒効果が薄い｡第_一報t=用ひTiJl'奉拝達

tこよ5これらの塩類のみの熱分解を剖定LT=_
籍典より推定すると,醗鹿飴は約 1500C遵
よか徐Aに耐酸茶親を恐して分解を始め2000
Cに重り分解感度は摘大とT35280oCで分解
が略A尭丁する｡この関金鹿鉛の生成と井に
PLO-が泉で Pt80̀ が生じて凍る串が色相よ
bbかる｡境地銅では分鰍 ま枚韓で.200cc悲

･傍で鈷晶水を放出､し, 3400逸よb分解を始
め0)を吸収 して一時止血を増加し4000C
よ5再び減少を始め分解が進行し査部がCuO
上なって甲く｡之噂の反感の熱丑は

Pb+I/,0暮･=PbO+60.3･kcal(3PbO+
3/10PPb301+23.5)Gl十l/IOzz=CuO+
ST.2kcBI

<bって何れも可成5大きい｡叉 Pb+02→

Phq+0,又は Cu+02→Ct10+0 TSる反感
よか原子弼挺如く生成され之が光来を酸化す
る8も考へられる.即ち菅火促進塩は髄 で
分解を始め,金屑好子は不安定な持合就態と

なか碁泉中の OJを受入れて酸化せられ,こ

申時に出す大なる執政又は活性酸素によ5未
来原子の酸化又は掛 面酸化物の旋律が促

進せられ (Ⅱ)で示し7=如く,tX),を多く生

成する執 こよ少その牽熱盤も大きく次第に自

己加熱を生じて菅火するIS至るものど推察さ
れ'aCである｡府政飴を混じた活性東の焚火
掛よ2200Cであるが,之は府酸鈴の分解朋lこ
常か,又塩化銅を混じT=括性犬の費火鮎が,
8200CであるOも丁度塩化銅の分解開始期t=

●∫

辞 9番 飾 1餅 一

相昔してゐる都濃は上把の抽兄に封して一つ
o故地を典-る●
点色,鴇色*米及び米粉噂にあっては之等

の中に今よれる野水イ肋 の分触 と混じ1=
塩の夫とが姪虚しでゐる点効果が判広とせす
菅火掛こ封しては左程の影野が見られぢいが
鰍 他物の虐使故地が生やる鴇色,*掛琴で

･はその釧粥軸こよb温まが徐々に上b浪人盤
の分解が早まかその分解,酸化による葡生糸
と相焦って,促進効果が梱明らかに静められ

る｡零し上取の如き作用曲馴 S正しいとすれ
ば之等藍の故典は純必T:る焼鈍作用ではTSい
布になるふ神足文政の籍射こよれば庶政鈴や

盤地銀の代bt=故地鈴,慨化軌 又は粉末鯛

を清色敦に混じ7=場合は硬火鮎の低下は岱少

tこすぎない初発 (夫々-20?,-1So及び-
60)よトも活性政敵こあるPb又は Cuの春
も垂が必嬰と息ほれるのでbる･
KOE,甘aOHの作用はCuC72,Pb(CIも
COl).Sとは相興るものと考へられる○之噂
は米菓の敬水を非常に促地するが,禾軌 ･鴇
色東泉等の場合の桝 放軌ま温く之を妨げる
のでみる.BPも可他姓ガスの菅生を抑制する

が之は之等の塩の放水作用が鈍く弛錐軸 を
脱水して (CO甘1008-6C+6Flo)洪化を促
進する名,CO,F,噂の可恰ガスが生tLltLい
が綿 は著しく促進せられる｡米案に封†る
蛍火を促進す.b横棒は倫6.明'Pあるが,一つ
考へられる串は苛性丁ルてカIJOCOl吸牧性
であって例-ばKOEはCOlを吸収してK
HCQ lこ,之は再びCOlを放出して E,Cq
となって行 く｡

併し大島開JZI氏 (エ化野422)井他の研究
lこよれ放 EIC03も畢O打よbは軌 ･けれど
も米菓の毛火を促進する串が報告せられてゐ

る○この時の効果は最早次分として塀嬢的作

用をするもOと考へるよ5他TSL･二･

3).阻止盤の作用

前報道に安放しT=盤勅でこ0敢勅に入れら
れるものは鱒安.硫安,糾 ヒア･/辛-/,糾 ヒ

カルシウムであるが後二者は彫噂少く殆ど無

作用と亭?I:方が良い｡井地米材の蓉火防止
剤として従本 町亘G7I,ユ恥 B.07･lop,0,′
F8声0～,封甘.Cl,NZIJBr噂が効果あか,と

せられてゐる.Flこの内禰砂を鴇色栄に混じT=
沸せ,全点防止作用はなく却って促進する結

果を得た｡之は矢張5金属原子 か札を合tr馬
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∫
･0促進効果であらう_t息t与れる.溌安,捷安
牲轍 に封しては頼政の効果を持ち,建輯

加熱(第一報)の歩合の蓉火鮎上昇株底少(軌

･忘急 に(1蒜 が慧悪 幣 三豊 篭 宴習
阻止作用を示した○之t=反して碇安で姓瞬間

竜火野には効果か少い｡文鮒 と物を合tp農
､色,鴇色木乱 水鈴に封 しては敬火掛 二は効

果が少いカ.t燃焼曲線は何れも特殊の階段状を

示し哉火以後に於･T燃焼の先鞭を阻止する劾
典が大である｡

釈放酪 こはか>る■不連税が生じない鹿を見

九十ばとの階段状燃焼は之等の盤が秩串軸勺な阻
血作用を持つgfが知られる｡東栄合有丑の多
少によb反感が中節きれる旺鑑が此内的に襲

化してゐる(琴一報)事からも燐安は有機物の
聾火 (分解)を印へる力はないがそれが分併
し†こ以後の未来の敬火を防止する効果が'bる
ものと茸へる｡革安自身の分解は10DOCよか
60QoCに重き間,殆ど直銀的に丘陵に分解し
603?Cに至って急速に進行する｡一之は輝安が
攻熟に分解して沸酸,無水廃酸とTSb,この

鮎 56)OC以後では薫酢 盛んにTSる｡
従って6り0cc以下の温まに於てP,08の腹
水作用が作用する8が想像されるむで始めか

らPt06を加へて実験しT=由,よ5狙い阻止
作用を示し央張か階段状の鵬 曲蝕をかこ｡
今迄.埼安,硫安,NET.Cl等の木材不朝封ヒ
ヽ

不 発 管 ､鳴

9T

停用を之琴が舟解して生する無水の頻乱 放
散,盤数等による脱水作用に停する詮明がな

･され,串茸之等を混じた木材を磨くと木犬の
収率が増加する串が軟骨せられT=.(RibhA=
l･d飢lTl:ChezrL.Ind.塗(1937)202T)
この戚 作用によほ 鳩が防止されるなは

政ちに了解されるが第一報に示した如き嘩
就燃焼 (宿酔泉の妨合を除き)を行ふ串は放

明されぬ｡著者d推定では易分解申有機物の

分解-･=封しては脱淡的に作用し,女で:おきU
の欺睦に移る際淡の薫電熱や塀酸による熟の

吸収のT:め癖 曲射 囁較せられなくなり反
感が中断される｡●次で炉鑑の上昇と知 こ再び

-未来卦の鵬 .bt始まる｡
:この時舞安等は満泡のため分辞し放浪力も

弱まり自身も某替する7=め阻止作用は弱くな

る｡帝性朱で事よその後期の場合のみが現妊れ
るので階段状とはならす相焚火を遅滞せしめ

るのみにで均斉に触焼してt?くものでゐb
53

塀安混入活性衆の時間額火軒が著しく掛 ､
恥ま鱒安の熱分解生成物が淡紫表面を覆ひ,
壁叉は酸素との轟虜を防ぐ名ではないかと考

へられるが作用横棒の詳細は不明である〇
本軒先は自助軒節併発交付金及び事大-工蘇各
所変貌に負うもの.Cあること竜眼し,叉軽 軸々政
示な頂いた 山本政弘 国鳥助軟投は喪甜する｡

電 亀 一雷 管
(g和28年3月13日受理)･

骨 月 島 揮 畢*

工 緒 官

東新の坑内では碑安系樺等の不良は鑑束雷
管o不良と料 こ埼産上非常な支障を木す｡此

の調査は哉串の末期に於で不頚管噴晋管とし

て北海道親政14･坑から集めた約300敬 lこつ
いて井の原因と安任別を明かにしたものであ

る｡

Il 同軸 点費と不良官管
及,不文電気雷管の繊 ㌧_

北瀬道1城 跡から不硬として連出されT=転
乗雷管3136本lこ･/)きm ,盤銃,起臥 起爆
層流の測定を行OL併せて解体して内部の取索

を行つ1=｡弗の結果は1735本BPも約50%は等

油のみろもので珪意深い何帝の就幹に供せら
谷る串TLく鹸 されで居た布が蕪せられる｡
出 合証別に見るとA鉦 63%B敢37% C
ある｡

称曲ある1735本の思慕抵抗は斡脚線は平均
4.0前後銅線1.8前後ユサム線1･0前後であ
へるが最大最小の登は頗る大きい｡老境測定を
鮭T=1482本の中369本につき起爆紬 を行っ

た韓恥よ1!体の甘鳴別事の不蟹を出LII=｡又
等組あるもの1108本t=つき一本の起爆恵流秋
定の結果はAB敢共銅致脚線掛こ軍費で3Ⅶふ

A(-)L=靡中tJ.ヱサム細魚の場合は主として
36bmA(+)に集中する｡(但し時間の概念は

*.(札幌石泉坑林費港野耽改野)




